
協働テーマ

Web上で計量展示室の珍しい計量器を見て・体験できるコンテンツを

活用、計量の面白さを感じ関心を高めてもらいたい！

課題

背景

現場情報

都民等に対する計量に関する普及啓発のた
め、イベント、情報発信、展示室運営を実施

生活文化スポーツ局東京都計量検定所

（管理指導課企画調整担当）

※現場への直接のご連絡は行わないでください

現場からの
コメント

➢ 計量展示室は、江戸時代から現代までの歴史的な計量器等を展示し、通年、一

般公開している。

【参考】 東京都計量検定所計量展示室（東京都計量検定所HP）

➢ 展示室をバーチャル空間として再現し、展示されている計量器を見ながら計量の歴

史をたどるとともに、疑似的な計量体験をできるようにしてみたい。計量のことをよく知

らない方も体験してみたくなる、わかりやすい、おもしろいものを作りたい。

【計量展示室の現状】

➢ 一般公開しているが、来場者は国や自治体の職員、関係団体の職員等が大半。

一般都民等の来場は夏３日間の親子対象イベントを除き年数組程度。

夏と秋各1か月「特別展示」と題して行うものでも来場は特段平素と変わらない状況。

【上記状況が生じている背景】

➢ 当所は事業者が扱う計量器の検定等を行うことを主目的とした施設。

一般の方には身近でないことから、積極的な来場目的は得られにくい。

➢ 経済活動の基盤である「計量」への一般の認知度や関心はあまり高いとはいえない。

【ターゲット】

➢ これからの社会を担う小学生（高学年）から中学生、高校生をターゲットとして、

計量への認知度、関心度を高めたい。

➢ 作ったものを積極的に利用してもらえるよう、情報発信や利用者を呼び込む方策につ

いても、対話を通じて一緒に考えたい。

➢ 展示している計量器について、当時の生活等の時代背景や使用方法など専門家に

よる時代考証が必要と考えている。職員の知識には限界があり、専門家の助力を得
る方策についても一緒に考え解決を図りたい。

➢ 来年度の近代計量制度開始150年の記念としてもアピールしたい。

https://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.lg.jp/keiryo/work/keiryotennjisitu.html
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